（府労連）

第１の要求について、府労連との、これまでの良き労使関係については、今後とも維持していきます。我々としては、この基本的立場に立ちまして、職員の給与・勤務条件に関わる諸問題については、誠意をもって、府労連と十分協議を行っていきます。
第２の要求について、人事委員会勧告は、労働基本権制約の代償措置であることから、基本的には尊重すべきものと考えております。

平成30年度の人事委員会勧告の取扱いについては、実施方法等を鋭意検討しているところであり、未だ結論に至っておりません。
第15の要求について、55セルフドックについてはドック本来の目的である自分自身の健康管理をさらに推進するものとして地共済が単独で実施する健診ですが、一般定期健康診断受診により所見がある場合はその後に55セルフドックを受診することにより、所見のある検査項目を改めてチェックすることが可能となったところです。
制度開始当初は高かった５５歳以上職員の有所見割合も低下傾向になるなど、年２回受診することが職員自身の健康管理面でも効果があると認識されることから、年次休暇対応としている55セルフドックの服務については、職免での受診を検討していきます。
第16及び第17の要求について、休暇休業制度については、現時点で特別休暇の新設や拡充は困難ですが、職員の不妊治療や子育てのニーズ等を鑑みると、その対応に苦慮しているところです。
その他の要求の諸事項については、先般、企画厚生課長からお答え申し上げたとおりです。

要求に対する回答は、以上です。

